
3 行政計画
3-2 重点目標集

行政計画と個別計画の関係

3-1 行政計画の概要

重点目標集

個別計画

総合戦略
健康しいば 21
施設管理計画
子ども子育て支援事業計画
etc...

分野別事業集

行政計画

抽出

補
完

抽出

行政内では、特定の分野に対して様々な個別計画を策定しています。例えば、福祉保健課が健康づ

くり分野のために策定した「健康しいば 21 実践計画 ( 第二次 )」等です。

これら個別計画は全て行政計画を構成する要素の 1 つと位置付けます。そのため、今後、個別計画

を策定する際には、行政計画 ( 分野別事業集と重点目標集 ) との整合性が求められます。
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　　　かえりたい『山』がここにある。 　　　かえりたい『夢』をここにみる。

3-2 重点目標集

1. 一般廃棄物量

2. 犯罪・災害・交通事故による年間死者数

3. 林業分野における年間新規就業者数

4. 商工業者数

5. 雇用創出延べ件数

避難行動要支援者
の個別計画策定率

525t 517t 536t

0

110

220

330

440

550

202020192018

(t) 505t

( 年 )

( 人 )

( 年 )0

1

2

3

4

5

2026年2025年2024年2023年2022年2021鬯ｯｯｯｯｯｮｯ鬯ｯｯｮｫｴ鬯ｯｮｮ髫ｲ蟷｢ｽｶｽ｣ｽ｢ｽｷｴ2020鬯ｯｯｯｯｯｮｯ鬯ｯｯｮｫｴ鬯ｯｮｮ髫ｲ蟷｢ｽｶｽ｣ｽ｢ｽｷｴ2019鬯ｯｯｯｯｯｮｯ鬯ｯｯｮｫｴ鬯ｯｮｮ髫ｲ蟷｢ｽｶｽ｣ｽ｢ｽｷｴ2018鬯ｯｯｯｯｯｮｯ鬯ｯｯｮｫｴ鬯ｯｮｮ髫ｲ蟷｢ｽｶｽ｣ｽ｢ｽｷｴ2017鬯ｯｯｯｯｯｮｯ鬯ｯｯｮｫｴ鬯ｯｮｮ髫ｲ蟷｢ｽｶｽ｣ｽ｢ｽｷｴ2016鬯ｯｯｯｯｯｮｯ鬯ｯｯｮｫｴ鬯ｯｮｮ髫ｲ蟷｢ｽｶｽ｣ｽ｢ｽｷｴ2015鬯ｯｯｯｯｯｮｯ鬯ｯｯｮｫｴ鬯ｯｮｮ髫ｲ蟷｢ｽｶｽ｣ｽ｢ｽｷｴ

交通事故

災害

11

4

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026

犯罪・災害・交通事故による

死者数ゼロを実現します。

2020 年度
( 実績 )

2人 3人

新規林業従事者、年間 3 人

を実現します。
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商工業に関する新規雇用を

15 人分、新たに創出します。

2026

2026

現状の商工業者数 141 件を

維持します。

0

約 30t

分野別事業集 P26

年間のごみの量を約 30t 削減

します。

「1. 循環型社会の推進」  

分野別事業集 P30

「2. 防犯・防災体制の充実」　  

分野別事業集 P34

「3. 林業・木材産業の振興」　  

分野別事業集 P48

「7. 商工業の振興」　  

分野別事業集 P48

「7. 商工業の振興」　  

経済環境

1

4. 商工事業者数
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6. ふるさと納税額

( 百万円 )

( 年 )

235

5257
43

19

400

分野別事業集 P48 P104

「7. 商工業の振興」

「22. 財政基盤の安定化」　  

2026 年度
( 実績 )

2020 年度
( 実績 )

-人 15人

2026 年度
( 実績 )

2026

地場産品開発の活性化を図る

ことで、ふるさと納税額 4 億

円を達成します。
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3-2 重点目標集

7.「健康しいば 21 実践計画 ( 第二次 )」54 項目の目標達成率

8. 子育てしやすいと感じている保護者の割合

9. 村営住宅の管理戸数

11. 地域おこし協力隊の年間採用人数

*

10. 20 代・30 代の人口 社会増減

達成率

0 %

2021 年度 2026 年度

健康に関する 54 項目の指標

の内、50% を達成します。

48 %

2018 年度 2026 年度

子育てしやすいと感じている

保護者の割合 90% を達成しま

す。

達成率

50 %

90%

村営住宅を新たに建設します。

地域おこし協力隊を 5 年間で

40 人、採用します。
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2026

20 代・30 代の人口について、

社会的要因による減少幅を、

▲12 人から▲5 人に抑制します。

個別計画

健康しいば 21 実践計画 ( 第二次 ) P63〜  

分野別事業集 P74

15. 子を生み育てる環境の充実 

分野別事業集 P92

19. 住環境の整備

分野別事業集 P86

18. 移住・定住の促進 

分野別事業集 P86

18. 移住・定住の促進

　　　かえりたい『人』とここにいる。社会
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179戸

2026 年度
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190戸

P.18 P.19


